
設問1.新型コロナウィルス感染症の影響により、活動を延期や中止しましたか。
（回答数：49）

はい 48 （ 98.0% ）
いいえ 1 （ 2.0% ）　※「いいえ」の内容：活動者打ち合わせ

設問2.（①ではいと回答された方）いつから延期や中止をしていますか。
（回答数：44）

2月から 10 （ 20.4% ）
3月から 29 （ 59.2% ）
4月から 5 （ 10.2% ）
5月から 0 （ 0.0% ）
6月から 0 （ 0.0% ）

その他・無回答 5 （ 10.2% ）

設問3.現在、活動を行っていますか。
（回答数：47）

はい 11 （ 22.4% ）
いいえ 36 （ 73.5% ）
無回答 2 （ 4.1% ）

設問4.（③ではいと答えた方）どのような活動をおこなっていますか？
（回答数：13）

＜活動頻度＞（※複数回答あり） ＜活動内容＞
5月 3 （ 6.1% ） 役員会、活動の打ち合わせ
6月 8 （ 16.3% ） 七夕飾りを各自宅へ配布し、それぞれで作成し笹に飾った。
7月 6 （ 12.2% ） みまもりだより、熱中症等のチラシのポスティング

その他（不定期） 1 （ 2.0% ） 河川敷での健康体操
茶話会、手芸
ダンベル体操
週3回老人会でゲートボール
見回り訪問
こども広場
軽食配布、お弁当の配布

設問5.（③でいいえと回答された方）これから開催予定の活動はありますか。
（回答数：38）

はい 29 （ 59.2% ）
いいえ 9 （ 18.4% ）
無回答 11 （ 22.4% ）

小地域福祉活動・ふれあいサロン　アンケート集計結果
【実施期間】令和2年7月1日～7月10日

【回答数】49団体（49団体中）　　　【回答率】100％



設問6.（③ではいと回答された方）どのような活動を予定していますか？
（回答数：31）

＜活動内容＞
＜活動時期＞ 委員との顔合わせ

7月頃 8 （ 16.3% ） 体操（少人数によるもの、軽体操含む）
8月頃 5 （ 10.2% ） 町会区域でのひまわり育て
9月頃 13 （ 26.5% ） みまもり訪問活動（マスクのポスティング等）

10月頃 3 （ 6.1% ） サロン活動（顔合わせ含む）
11月頃 1 （ 2.0% ） 誕生会、ウォーキング

その他（不明） 1 （ 2.0% ） ぬりえ、手芸など
輪投げ
敬老の祝い金配布
見守り活動（声かけ）
安否確認
虐待について（講座）
★感染者数が増えているため、引き続き中止の方向で
考えている。

設問7.新型コロナウィルス感染症対策をしながら活動を行う上で、不安な点や
　　　　気になる事をご記入ください。
（回答内容）

・ 感染者が拡大している状況の中、集まる場を持つことが大変。最少人数で集まりたいと考えている。
密にならない様に注意しながら集まれたらと思っている。

・ 三密を避け、マスク着用、消毒を心がけて念入りに行うが、感染の不安も少しある。

・ 三密を重点に配慮している。

・ 会場が室内であまり広くないため密になる。時間をずらし、何回かに分けて少人数での開催に
していかないとできないと思っている。

・ 「外出が怖くて出られない」という声が聞かれる。活動場所が狭いため、密になるのが心配。

・ 当サロンはいつもたくさんの方が参加するため、密が心配。収束しない限りサロンは開催しない予定で
話し合いをしている。

・ 可能な限りの対策をとっても三密を回避できない会場環境であるため、当面は活動を自粛せざるを
得ないと考えている。

・ 参加人数の制限、ソーシャルディスタンスを保つのが難しい。

・ サロンに関しては、町会会館で行うためソーシャルディスタンスをとることが難しい。

・ 町会会館は場所が狭く、三密になるため当面は中止する。

・ 三密を避けるため室内での行事は中止している。消毒も心配である。

・ 町会や老人会も活動休止状態で、サロン活動はそれに準ずる予定。まだ先が見えない。
高齢者はとても慎重に考えている。

・ それぞれが注意し、外出等控えめにしている。

・ コロナウィルスには十分注意し、無理のない活動をしていきたい。

・ 新型コロナウィルスの対策をしながら活動を行うことが心配。

・ 最低限の感染予防はしていく予定だが、身体をどう気を付けていけばいいのか。

・ 時間を分けてサロンを実施するために、参加希望の連絡を入れてもらう必要があるが、事前に連絡が
入るか心配。

・ 高齢者の食事会であるため、どれだけの対策を取ればよいか不安。

・ 集会所でのサロンは、距離をあけて座ることもできず、マスクをしての会話は聞き取りにくくなる。
お茶やお茶菓子を楽しみにして集まっているのに提供できない。

・ 活動を再開したいが、自治会に止められている。外に椅子を出して行いたい。

・ 6月以降会場が使用できなくなった。様子を見ながら早く再開したいと考えている。
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設問7.つづき　新型コロナウィルス感染症対策をしながら活動を行う上で、不安な点や
　　　　　　　　　　気になる事をご記入ください。

・ 全て中止となったため、家から出なくなり人と話さないことで気弱になり、体調を崩す人が
増えてきたと思う。

・ これから夏を迎えるにあたり、マスクを着用しての活動はメンバーが皆高齢のため、熱中症に注意
しなければならない。

・ コロナウィルスと同様、7月～8月は熱中症対策が必要と考えている。
また、高齢者が家にこもりきりのため、フレイル状態となる事が心配。

・ 暑くなると高齢者はマスクを付けたがらないため、訪問を控えた方がいいと思う。

・ 訪問活動を再開しようと考えているが、訪問にあたり対象者が不安にならないか。

・ サポーター同士で感染しないか不安。会合ができない。

・ 感染のリスクが心配。

・ 感染者が出てしまうと責任が重い。

・ 訪問先での感染（高齢者、みまもり委員共に）

・ 検査を受けてみないと自分が感染しているかもしれないという事が不安。

・ 先行きが見えない。

・ 消毒液が買えず困っている。

・ 事前の準備や消毒用液、マスク完全着用等の徹底が必要

設問8.今後、小地域福祉活動やふれあいサロンを開催するにあたり、内容の変更、
　　　　案などをご記入ください。
（回答内容）

・ 少人数による開催を考慮中。

・ 再開に向けて、2班に分けて行う事が可能か検討中。開催する際には、消毒・換気に万全を期し、
マスク着用を義務付ける。

・ 事前に参加人数を把握してグループ分けを行い、回数を分けて実施する。 

・ 小人数グループで屋外の講演などを利用して開催する。

・ マスク着用をお願いするほか、脇下での体温測定はできかねるため、非接触型温度計を取りそろえて
体温チェックを行おうと考えている。

・ マスクを着けて話し合いを行うときの距離を考える。

・ これまで冒頭で行っていた歌は中止する。ソーシャルディスタンスを保ちつつ、スタッフは
フェイスシールドをつけてアドバイスを行う。

・ 繁華街に行くのは控える。 大勢での飲食はやらない。

・ 都内の感染状況によるが、サロンは時間を短縮して茶菓子は持ち帰りとする。

・ 人数制限、昼食提供の中止（おやつ系にする）等を考えている。

・ 茶菓子の提供を中止、水分は各自持参するようにする。 

・ 食事会は状況に応じて中止する事とした。

・ 情報交換の場である会合を自粛。（少人数の会合、メール、FAXの対応など、代替方法を考える） 
対象者の安否をどのように確認するか、町会にも協力を要請する。

・ 多人数の会合は自粛しているが、各班長の会合は月1回必ず打ち合わせをしている。
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・ 見守り、声かけは対面も気になるため、役員間の情報交換から行う事も検討している。

・ 見守り活動はマスクを着用し訪問すれば可能か。

・ 高齢者を見守る上での基準がほしい。

・ 現在のところ内容の変更はないが、当面の間中止とした方がいいと考えている。

・ 早く集まりたいと話しているが、様子を見ている段階。体操ができる様になってもお茶飲み会が
できないのが残念と話している。

・ 現在の状況だと、安心して開催するのが難しいと感じている。

・ 室内での行事は開催したいと思いつつ、ソーシャルディスタンスを保てず、開催に踏み切れない
ところがある。感染したら大変。

・ 状況を見極めて9月からの活動を考えているが、感染状況によってはどうなるか分からない。

・ 外出自粛生活の中、会合への参加が難しい。

・ どの様に活動をしたら興味を抱いてもらえるかが課題。

・ 高齢の方がマスクをしながら運動するのはつらいかもしれないため、内容を考えて開催する必要が
あると考えている。

・ （今後について）現在検討中。

・ 集まる事ができないため、参加者へ暑中見舞いを出した。

・ 熱中症、コロナウィルス感染症予防と注意事項、質疑応答を予定している。

・ 三密を回避しながら、例年の行事を行いたいと考えている。

・ よい案があれば教えてほしい。
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